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クラウド・ソリューショニング

— インフラストラクチャ構築のセルフサービス化 —

串田 高幸1,a) 三品 拓也1,b)

概要：クラウドの利用は，企業の IT環境において大きな潮流になっている．クラウドは，ITインフラス

トラクチャの定型化と自動化によってコンピュータ資源とその管理コストの大幅な削減を達成することが

できる．一方でクラウドの研究は，コンピュータリソースの自動化や効率化の分野にフォーカスしている．

クラウドでは，ITインフラストラクチャの構築や設計をエンドユーザに任せて，時間と労力を大幅に省力

化することが目的である．このクラウドでのサービス・モデルをさらにすすめることが必要である．この

論文では，ユーザが ITインフラストラクチャとしてクラウドを利用するとき，ユーザの要件をもとにし

て，クラウドが提供する機能を有効に使って効率的に ITインフラストラクチャの構築を行なうためのクラ

ウド・ソリューションニングのセルフサービス化について提案する．ユーザは、このクラウド・ソリュー

ションニングのサービスを利用することによって，ユーザの要件をもとにクラウド機能を以前よりも効率

よく使って ITインフラストラクチャを構築することができる．
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1. はじめに

企業の ITインフラストラクチャは，従来に比べて，ま

すます複雑になってきている．企業の ITインフラストラ

クチャは，新規技術や手法の導入よりも安定的な稼働を優

先して行なっているため，依然として従来技術を継続して

使用している．そのため，ITインフラストラクチャの設

計，開発，運用管理の手法は，今まで十分な技術変革が行

なわれてこなかった．そのため，現在でも新技術の導入が

十分に行われていない．また，ITインフラストラクチャで

の設計，開発，運用管理は，多くの技術者や専門家による

手作業によって行われている．さらにハードウェアの高機

能化やソフトウェアの複雑化によって，技術者や専門家に

よる手作業の時間が，以前に比べて多く必要になってきて

いる．このような高度化された技術を使うためにより多く

の高度なスキルを持つ技術者を必要としている．以上のよ

うな理由から ITインフラストラクチャの設計，開発，運

用管理が，企業にとって大きな負担になっている．

一般に企業の ITインフラストラクチャでは，ハードウェ

ア及びソフトウェアに関する運用管理の多くの部分が，企
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業の外にアウトソーシングされている．このアウトソーシ

ングでは，企業内あるいは企業外にあるデータセンターに

ITインフラストラクチャを設置して，そこから企業内ユー

ザ及びサービスを受けているユーザに，高速ネットワーク

を使ってサービスが提供している [1]．この ITインフラス

トラクチャでは，新しいビジネス環境に対応するために既

存の ITシステムやインフラストラクチャの自動化や効率

化を，以前よりも一層進めていく必要がある [2]．クラウド

は，このようなバックグランドよって，企業の ITインフ

ラストラクチャの自動化と効率化を行なうための手法とし

て，現在，大きな脚光を浴びている．さらに企業において，

基幹サービスを提供するためのコンピューティング基盤と

して，適切にクラウドを導入して，有効活用することが現

在，大きな課題になっている [3]．

クラウドでは，ITインフラストラクチャのサービスのう

ち，リソースのプロビジョニングをカタログをもとにして

自動化を行なって高度な熟練した技術者を必要とせずに，

直接，ユーザが ITインフラストラクチャを構成して用意

することができる．またクラウドは，ITインフラストラク

チャの自動化および，ソフトウェアスタックのカタログ化

がシステム化されて，サービスとして提供さている．一方

で企業の ITインフラストラクチャのように複雑で不明確

な要件をもとにして，現状の ITシステムをクラウド化す
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るためのシステムを構築するためには，熟練した ITの専

門家による現状解析と，それをもとにした ITインフラス

トラクチャのソリューション構築が必要になる．このよう

なプロセスは，依然としてほんとどが人手によって行われ

ており，インフラストラクチャがクラウドでもあるにかか

わらず，十分な標準化や自動化がなされていない．

この論文では，クラウドによるユーザが直接 ITインフ

ラストラクチャを構築できるモデルの適用範囲を広げて，

ITインフラストラクチャのソリューションの準備，設計開

発においても可能にするためのサービスについてのソフト

ウェアと方式について提案する．この方法では，ユーザが

クラウド上で ITインフラストラクチャのソリューション

の準備から設計開発までをおこなう．ソリューションのア

クティビティに必要になるセルフサービスとそのサービス

を提供するためのソフトウェアについて述べる．さらにそ

のサービスに関する利用価値についても述べる．

この論文では，第２章「クラウドとインフラストラク

チャ・ソリューション」において，クラウドにおけるイン

フラストラクチャ・ソリューションについて述べる．ま

た，第３章「ソリューションニング」において，ソリュー

ショニングとは何か，またどのようにしてソリューション

ニングを行なうかのか，クラウド・ソリューショグをセフ

ルサービスに関しての提案について述べる．さらに第４章

「ソリューショニングのソフトウェア」では，クラウドソ

リューショグを行なうためのソフトウェアについて述べ

る．第５章では，クラウドソリューショグに関してのまと

めをおこなう．

2. クラウドとインフラストラクチャ・ソリュー

ション

クラウドが提案される前は，ユーティリティ・コンピュー

ティングというモデルが提案されていた．このモデルでは，

電気，ガス，水道，電話と同じユーティリティ・サービス

として，コンピューティング資源を位置づけていて，いつ

どこでもコンピューティング資源をユーザに提供すること

ができるとしていた．このサービスでは，コンピューティ

ング資源使用しただけユーザに課金する従量課金モデル

であった．クラウドは，このユーティリティ・コンピュー

ティングのサービスモデルをもとに作られている [4]．クラ

ウドでは，データセンターのインフラストラクチャを複数

のユーザが共有して，さらにサービスの提供方法が定義さ

れている．ユーザからの要求をもとに定義にもとづいてシ

ステムが自動的に迅速にサービスを提供する要素が入って

いる．クラウドでは，この要素が入ったことによってユー

ティリティ・コンピューティングに比べて実用化に大きく

前進した [5]．

2.1 クラウドの定義

クラウドは，ネットワークを介してネットワークに接続

されたコンピューターリソースを必要に応じて利用する

方法に関するコンピューティング・モデルの総称である．

このモデルに準じて適用されるリソースあるいは，このモ

デルに基づいて提供されるサービスは，すべてクラウドと

呼ぶことができる．しかし，顕著な例では，単純にネット

ワークを介したサービス全般をクラウドとしている場合も

ある．クラウドでは，事前予約を必要としないため，企業

からみるとシステムへの投資を小さくはじめることがで

き，その後，必要に応じてコンピューティング資源を増加

したり減少したりすることができることがメリットの一つ

である．

また，クラウドは，従来のインフラストラクチャからの

新しいインフラストラクチャへのトランスフォーメーショ

ンが大きな部分を占めるモデルでもある [6]．さらにクラ

ウドは，ネットワークを介してネットワークに接続された

コンピューターリソースを必要に応じて利用する方法に関

するコンピューティング・モデルの総称である．このモデ

ルに準じて適用されるリソースあるいは，このモデルに基

づいて提供されるサービスは，すべてクラウドと呼ぶこと

ができる．しかし，顕著な例では，単純にネットワークを

介したサービス全般をクラウドと呼ぶこともある．一般的

にクラウドは，次の３項目をもっている．

( 1 ) ユーザからの要求によってコンピューティング・リ

ソースを自動的にすばやく提供すること．この要求は，

リソース・プロビジョニングと呼ばれている．

( 2 ) 　コンピュータ資源の利用に対して事前の予約が必要

ないため，企業のユーザにとってシステムへの投資を

小さくはじめることができる．また，必要に応じてコ

ンピューティング資源を増加させたり減少させたりす

ることができる．

( 3 ) 適している用途としては，短期間で動的にコンピュー

タ資源が必要となる利用である．例えば，開発・テス

トやデモンストレーションのような用途に使うとよい．

さらにクラウドは，次の 5つの本質的な特徴を持っている．

• オンデマンドのサービス　：　人とのやりとりをせず
に，必要なときにサービス要求をユーザが自ら出すこ

とができる．その結果，サービスは，システムから自

動的に提供される．

• ブローバンドネットワークでのアクセス　：ブローバ
ンドの高速ネットワークによって，コンピューティン

グ資源にアクセスすることができる．

• コンピューティング資源のプール：コンピューティン
グ資源が共有されて，常にプールされていて，ユーザ

からの要求に応じてすぐに提供される．また，ユーザ

が必要なくなったコンピューティング資源は，プール

に戻されて他のユーザに再利用される．

c⃝ 2015 Information Processing Society of Japan 2

Vol.2015-DPS-162 No.3
Vol.2015-CSEC-68 No.3

2015/3/5



情報処理学会研究報告

IPSJ SIG Technical Report

• 迅速性と弾力性 : コンピューティング資源は，迅速

で弾力的に提供される．ユーザーから論理的にみると

コンピューティング資源は，無限に増加できるように

みえる．しかし，従量課金制であるためにコンピュー

ティング資源の追加要求をすると，ユーザへの課金が

増える．

• 計測可能なサービス : コンピューティング資源の使用

を計測できることが基本である．さらに抽象度の高い

サービス（例えば，ユーザ数やアプリケーション使用

量）も計測できるのでクラウド・サービスプロバイダ

は，随時レポートを提供することができる．

また，NIST (米国国立標準技術研究所)では，クラウドを

最小の管理労力かあるいは，サービスプロバイダへの依頼

によって迅速に準備される構成可能な共有のコンピュー

ティング資源（例えば，ネットワーク，サーバー，スト

レージ，アプリケーション，サービス）に，いつでも簡単

にネットワークアクセス可能なサービスモデルであると

定義している [7]．図 1は，NISTのクラウド参照アーキテ

クチャである．このアーキテクチャでは，ネットワークを

提供する Cloud Carrierの上に，Cloud Consumer，Cloud

Auditor，Cloud Provider，Cloud Brokerがあり，これら

のコンポーネントがアーキテクチャ（クラウド参照アー

キテクチャ）を構成している．このなかで Cloud Provider

は，Service Orchestration，Cloud Service Management，

Security，Privacyから構成されている．さらに Cloud Or-

chestration がコンピューティング資源を使って，SaaS，

PaaS，IaaSのいずれかのモデルで実際にクラウドのサー

ビス提供している．一方でクラウドを提供された，ユーザ

側に対するアーキテクチャは，用意されていない．
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図 1 クラウド参照アーキテクチャ

一般にクラウドの構築と運用は，巨大なデータセンター

において，事実上の標準であるハードウェアとソフトウェ

アを使って，スケールメリットによってサービスを提供す

ることによって行われている．このデータセンターでは，

コンピューティング・リソースを仮想化技術を使ったソフ

トウェアによるリソース利用の統計多重によって，複数の

ユーザが，同じリソースを同時に利用できるので，今まで

の方式よりも稼働率を著しく上げることができる．さらに

クラウドでは，自動化を行っているためすべてのリクエス

トとその処理は，ポータル経由でシステムによって自動的

に処理される．

2.2 企業 ITシステムとクラウド

企業の ITインフラストラクチャの場合，ハードウェア

やソフトウェアを購入して，それをもとにして企業システ

ムを構築してきた．しかし，この自前のハードウェアやソ

フトウェアへの初期投資や構築されたシステムの維持管理

は，企業にとって，年々大きな負担になってきている．そ

のため，ITインフラストラクチャをより簡単に効率よく構

築して運用することが，企業にとっては大きな鍵となって

いる．

さらに企業の ITインフラストラクチャの管理運用には，

大きな手間と負担がかかっていて，IT 部門や IT アウト

ソーシングでは，多くのスタッフが ITインフラストラク

チャの管理運用に携わっている．そのため，大企業の IT

部門にとってクラウドから提供される ITサービスを使っ

て ITいフラストラクチャとそれに付随する業務を自動化

して管理運用の負担を軽減することは，業務の効率化をは

かることができるので，大きな期待が持たれている。

企業の ITインフラストラクチャの複雑化や負担増に対

する問題を解決するため，今まで様々な ITインフラストラ

クチャのサービスモデル（例：グリッド・コンピューティ

ング，ユーティリティ・コンピューティング）が提案されて

きた．それらのモデルの中で，最も有力なモデルがクラウ

ドである．そのため，クラウドは，従来技術の革新あるい

は新規の発明によって出てきた技術ではなく，コンピュー

ティングの提供モデルを総称した ITインフラストラクチャ

のモデルである．このモデルは，以前より提案されていた

コンピューティング資源をユーティリティのように提供す

ることを具体化したものである [8] [9]．つまり，今まで個

別に ITサービスの提供方法を提案してきた内容の定義と

範囲を定めて，クラウドという用語を与えたということで

ある．このような理由からクラウドは，技術的な側面より

もサービスモデルやビジネスモデルの側面が強調されてい

る．一般にクラウドは，サービスとしてリクエストに応じ

てハードウェアやソフトウェアをシステムにから提供し

て，IT運用管理の負担を取り除くことが目的である．この

背景としては，コモディティ化したハードウェアおよびソ

フトウェアを使って，プロダクションレベルのサービスの

提供をできるようになっている．クラウドによってハード
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ウェアおよびソフトウェアの初期投資を大きく下げること

ができてきた．コンピュータ資源を提供する部分が自動化

されて，効率化されているが，一方で，ユーザがクラウド

を利用する前に行なうプロセスや利用してからのプロセス

についての自動化や効率化は，まだ十分になされていない

のが現状である．クラウドが，ITシステムの大きな流れと

なってきており，サービスモデルやビジネスモデルが強調

されていることから，このモデルをライフサイクルの他の

プロセスにも適用することが，クラウドにとっての次の研

究課題になる．

2.3 クラウド・インフラストラクチャのライフサイクル

ユーザが，既存のクラウド上にシステムを構築する場合，

クラウド上に ITインフラストラクチャの構成を作る必要

がある．その後，この構成をもとにコンピュータ資源をプ

ロビジョニングして，ユーザから利用できるようになる．

この一連の処理を「クラウド・インフラストラクチャのラ

イフサイクル」として定義する．図 2は，ユーザが，クラ

ウド上にソリューションを構築するときのライフサイクル

を示している．図 2においてクラウド・インフラストラク

チャのライフサイクルは，大きく次の 5つのフェーズに分

割される．

( 1 ) インフラストラクチャの設計開発

( 2 ) インフラストラクチャの事前評価

( 3 ) インフラストラクチャのプロビジョニング

( 4 ) マイグレーション（システムの移行）

( 5 ) インフラストラクチャの運用管理

「(5)インフラストラクチャの運用管理」のフェーズが終わ

ると，資源は，クラウドに戻され，またクラウドを利用す

るために，「(1)インフラストラクチャの設計開発」からは

じめることになる．

図 2において，「(1)インフラストラクチャの設計開発」

は，インフラストラクチャのソリューションに設計開発で

ある．ここでは，ユーザがクラウドに必要な ITインフラ

ストラクチャの設計および開発を行なう．この結果が，IT

インフラストラクチャのソリューションとなる．「(2)イン

フラストラクチャの事前評価」は，ITインフラストラク

チャのソリューションをテストして，実際にプロダクショ

ン使用する前に，事前評価を行なって問題ないことを確

認するフェーズである．ここでは，ITインフラストラク

チャにおいて機能要件や非機能要件が満たされてことを確

認する．また，「(3)インフラストラクチャのプロビジョニ

ング」は，クラウドにおける資源管理やプロビジョニング

である．このフェーズは，「2.1 クラウドの定義」で述べて

いるユーザがコンピュータ資源をクラウドに要求して得る

フェーズである．さらに「(4)マイグレーション（システム

の移行）」では，既存の ITインフラストラクチャからクラ

ウド環境へシステムの移行を行なう．このフェーズは，既

(1) インフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャ

設計開発設計開発設計開発設計開発

(2) インフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャ

事前評価事前評価事前評価事前評価

(3) インフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャ

プロビジョニングプロビジョニングプロビジョニングプロビジョニング

(4) マイグレーションマイグレーションマイグレーションマイグレーション

（システムの移行）（システムの移行）（システムの移行）（システムの移行）

(5) インフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャ

運用管理運用管理運用管理運用管理

クラウドクラウドクラウドクラウド

コンピューティングコンピューティングコンピューティングコンピューティング

プロビジョニング

以前のプロセス

プロビジョニング

以降のプロセス

図 2 クラウドのライフサイクル

存の ITインフラストラクチャがあって，そのアプリケー

ションやソフトウェアを移行する場合に必要となる．この

フェーズでは，既存インフラストストラクチャーを調査し

てインフラストラクチャの要件を抽出して，その要件をも

とにしてクラウド環境に対する適切な ITインフラストラ

クチャの構成を作成する．「(5)インフラストラクチャの運

用管理)」は，クラウド上のユーザの ITインフラストラク

チャを効率的に運用管理するフェーズである．このフェー

ズでは，クラウドの ITインフラストラクチャの恒久的な

管理運用あるいは，クラウド上で稼働するシステムの管理

運用に関連する問題を解決して，高い質のサービスを提供

することが必要である．

インフラストラクチャ構築のライフサイクルからみる

と，クラウドで中心となっている (3)の部分の仮想化やリ

ソース・プロビジョニングだけに留まらず，(3)プロビジョ

ニングよりも前のフェーズである (1)のインフラストラク

チャの設計やソリューション開発のフェーズにも，自動化

による効率的なモデルを適用することが可能である．この

フェーズは，まだクラウドの研究分野として十分に認知さ

れていない．しかし，ユーザが ITインフラストラクチャ

をクラウド上で効率的に利用するためには，必要不可欠な

フェーズである．またこのフェーズは，ユーザが独自に行

なうかあるいは ITインフラストラクチャの専門家に依頼

して，設計開発を行っている．そのため，このフェーズを

行なうために多くの人手と時間がかかっている．このよう

な理由からクラウド上でユーザが利用する ITインフラス

トラクチャの設計とソリューション開発についてクラウド

のモデルを適用することが有効である．

この論文では，図 2 に示したクラウドのライフサイク

ルのうち「(1)インフラストラクチャのソリューション設
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計開発」にフォーカスして，クラウドのインフラストラ

クチャ・ソリューショニングという観点から，どのように

クラウドと整合性をとって ITインフラストラクチャのソ

リューションのサービスをユーザに提供するかについて提

案する．

2.4 インフラストラクチャの設計開発

インフラストラクチャの設計開発は，クラウドにおいて

ソフトウェア・システムやソリューションを稼働させると

きにプロビジョニングの前に行なうプロセスである．この

設計開発は，例えば，一つの VMインスタンスの提供をク

ラウドに要求する場合，CPU，メモリ，ストーレージ量あ

るいは OSの種類をカタログリスト（提供されているテン

プレート）から選択することになる．この場合，事前にそ

れらのリソース・インスタンスで行なうアクティビティや

アプリケーション・プログラムのワークロードの使用量を

正確に見積もって，クラウドに対して適切なサイズや種類

を要求する必要がある．通常，これらの作業は，クラウド

と関係ないところで，ユーザか専門家の人手を使って行わ

れている．また，クラウドから複数のインスタンスを同時

に提供を受ける場合やプロダクションレベルのサービスを

クラウドで提供するためには，どのような構成や付加サー

ビスを選択するのが最適であるかの ITインフラストラク

チャでの最適な構成を作ることが重要な課題になっている．

さらにバックアップやリストア，災害対策のための方式

やサイト，クラウド内及びアクセスのネットワーク構成も，

このフェーズに分類される．そのため，ITインフラストラ

クチャにおける既存のコンピューティング環境の要件をも

とにして，最適なインフラストラクチャの構成をクラウド

上に構築するための共通した設計方法が必要となる．これ

が，インフラストラクチャの設計開発での研究トピックに

なる．しかし，クラウドのこのようなトピックでの，モデ

ル化，形式化や自動化に関する研究は，現状ではあまりな

されていない．

3. ソリューションニング

クラウドでは，クラウドを構築して運用管理するサービ

ス・プロバイダに関する研究とクラウドを利用する立場か

らの研究がある．この論文では，クラウドを利用する立場

の研究にフォーカスして，ITインフラストラクチャの効率

化と自動化について，ユーザが使う ITインフラストラク

チャのソリューショニングについて述べる．

3.1 クラウド・インフラストラクチャのソリューション

一般にソリューションとは，問題を解決するための方策

である．この論文においてクラウド上での ITインフラス

トラクチャのソリューションとは，2.4節「インフラスト

ラクチャの設計開発」のフェーズにおいて，ユーザの IT

インフラストラクチャを有効利用してアプリケーション・

ソフトウェアやミドルウェアから構成される ITシステム

を稼働させるときの課題を解決するための方策として定義

する．

例えば，アプリケーション・ソフトウェアに必要なCPU，

メモリ，ディスクとネットワークに対する要件があって，

それらの要件を満たすようにクラウドのリソースを適切

に提供するためのアーキテクチャや設計が，クラウド上の

ITソリューションである．今までのクラウドの研究の大

半が，従来の研究分野の技術要素をクラウドに適用あるい

は拡張するというアプローチをとってきている（例：サー

バ，ストレージ，ネットワークの要素技術の研究）．これら

のコンピュータ資源は，サービス・プロバイダが運用管理

していてサービスを提供しているため，クラウドのサービ

ス・プロバイダが直面する問題であって，クラウドのユー

ザには，直接関係がない．

また，コンピュータ資源に対する研究は，クラウド以

前からずっと行なわれており，それらをクラウドのコン

ピューティング環境に適用している．そのため，現在でも

クラウドの独自研究として分類できる研究はあまり多くは

ない [10]．また，クラウドでの研究は，サービス・プロバ

イダや一般の幅広いエンド・ユーザに対してだけでなく，

今後，企業の ITシステムが提供しているサービスに対す

る研究が，重要になっていくことが報告されている [2]．こ

のクラウドでのサービス一つが，この論文で提案している

ITインフラストラクチャのソリューション・サービスの自

動化と効率化である．

3.2 クラウド・ソリューショニング

ここでは，「クラウド・ソリューションニング」について

述べる．クラウドにおいてアプリケション・ソフトウェア

をクラウド上で稼働させるとき、コンピュータ資源をプロ

ビジョニングする前にインフラストラクチャの設計と開発

において，ソリューションを準備することが必要である．

このクラウド・インフラストラクチャのソリューションを

設計開発することを「クラウド・ソリューショニング」あ

るいは単にソリューショニングとこの論文では定義する．

このソリューショニングは，クラウド上で，ユーザの要件

通りに ITインフラストラクチャを動作させるために必要

不可欠なプロセスである．

また，大規模なインフラストラクチャを構築する場合，

クラウド・ソリューションニングは、クラウドの専門家（例

えば，アーキテクトやコンサルタント）が，熟練と経験を

もとにしてクラウドに対するインフラストラクチャの要件

を定義して，その要件をもとに行なわれる．このプロセス

は，通常、専門家の熟練と経験をもとにヒューマン・アク

ティビティとして行なうのが一般的である．そのため，ク

ラウドにおいて，ITソリューションのモデル手法を使った
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一般化やソリューションの設計開発に対する形式化や人手

を介在しない自動化に関する研究は，まだあまり行われて

いないのが現状である．

例えば，一つの VMインスタンスをクラウドに要求する

場合，CPU，メモリ，ストーレージ量あるいは OSの種類

をカタログリスト（提供されているテンプレート）から選

択する．そのとき，事前にそのインスタンスで行なうアク

ティビティやアプリケーション・プログラムのワークロー

ドをなるべく正確に見積もって，クラウド上での適切なサ

イズや構成を選択する必要がある．通常，これらの作業は，

クラウドとは関係なく専門家が人手で経験と知恵で行なっ

ている．また，複数のインスタンスを同時に提供を受ける

場合やプロダクションレベルのサービスを，そのインスタ

ンスから提供するためには，どのような構成が最適なの

か，インフラストラクチャでの最適構成を作ることが，大

きな課題になっている．さらにバックアップやリストア，

災害対策のための方式やサイト，また，クラウド内及びア

クセスのためのネットワーク構成を行なう作業もこのクラ

ウド・ソリューショニングに分類される．

クラウド・ソリューショニングは，既存の ITインフラ

ストラクチャのコンピューティング環境の要件をもとにし

て，クラウド上での最適な ITインフラストラクチャの構

成を設計開発して構築を目的としている．

調査

「要件を

調査する」

理解

「バックグランド

を理解する」

開発

ソリューションを

開発する

実装

ソリューションを

実装する。

確認

ソリューションの

確認をする。

要要要要件件件件収収収収集集集集
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ソリューションソリューションソリューションソリューション

デザイナデザイナデザイナデザイナ
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チャの理解
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ソリューション
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ソリューション

実装

最終確認

図 3 クラウド・ソリューショニングのプロセス

3.3 ソリューショニングのプロセス

図 3は，クラウド・ソリューションニングのプロセスで

あり，次の 5つに分けて定義している．

( 1 ) インフラストラクチャの理解 : ここでは，ユーザのビ

ジネスにおける ITシステムの現状や目的を理解して

整理することを行なう．例えば，ITシステムのビジネ

ス上での問題点が，ITコストがかかり過ぎるのであ

れば，その原因が ITシステムが複雑になったためな

のか，あるいは ITプロセスが多くなって人手と時間

が多くかかってしまっているのかのような問題につい

て明確にして整理することを行なう．また目的に関し

て，優先順位が何かを決めることも行なう．例えば，

素早い ITサービスの適用なのか複雑になっているシ

ステムをシンプルにするのかについて，優先順位をつ

けて整理する．

( 2 ) 要件調査 : アプリケーションやユーザが持っている要

件を明確にして，ITインフラストラクチャに対する要

件としてまとめることをこのフェーズで行なう．また

すでに既存の ITシステムがあって，クラウド上にそ

の ITシステムを移行して稼働させる場合には，既存

のインフラストラクチャに関する要件をまとめる．

( 3 ) ソリューション設計 : 上記の「要件調査」をもとにし

て，クラウドの ITインフラストラクチャーに対する

ソリューションを設計する．

( 4 ) ソリューション実装 : ここでは，上記の「ソリュー

ション設計」をもとにして，クラウド上の ITインフ

ラストラクチャのソリューションを実装する．

( 5 ) 最終確認 : 上記の「ソリューション実装」でできたク

ラウド上の ITインフラストラクチャのソリューショ

ンが，要件に合っていることをチェックして，実装上，

問題ないことを確認する．

4. ソリューショニングのソフトウェア

1

チャート

(Use cases,
References)

文書

(構成図、
アーキテクチャ)

Webページ
(Wiki, フォーラム)

専門家

ユーザ

データ

ベース

入力文書

データベース
要件収集要件収集要件収集要件収集

アシスタントアシスタントアシスタントアシスタント

要件ドキュメント

（クラウド）

Offering
functions

オファリングオファリングオファリングオファリング

アドバイザアドバイザアドバイザアドバイザ

ソリューションソリューションソリューションソリューション

デザイナデザイナデザイナデザイナ

入力文書（環境）

ソリューション

（構成）

図 4 ソフトウェアの構成

図 4は，クラウド・ソリューショニングをサポートする

ソフトウェアの構成である．このクラウド・ソリューショ

ンニングをするためのソフトウェアとして，「要件収集ア

シスタント」，「オファリング・アドバイザー」，「ソリュー

ション・デザイナ」の３つの機能がある．これら３つの機

能について説明する．

4.1 要件収集アシスタント

「要件収集アシスタント (Cloud Requirement Assistant)」

は，クラウド上でアプリケーションやミドルウェアを稼働

させるときに必要になる技術項目の要件をユーザからイ

ンタラクティブに収集して整理する．また，ユーザがクラ

ウド上で実現したい技術項目（例えば，データへのアクセ

スをユーザから VPNを使って行ないたい．）を入力とし
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て収集する．それらの項目をクラウド・インフラストラク

チャに対する要件として，整理して出力するための機能で

ある．図 5が，要件収集アシスタントである．この図の下

に入力となる既存データがある．これらは，クラウドでソ

リューショニングに使われているシート，ドキュメント，

設計書である．またそれらをもとに，「要件定義データベー

ス」が構築されており，このデータベースにあるデータを

もとに，ユーザに対して，要件を整理するためのインタラ

クションを行なう．ユーザは，要件収集アシスタントとイ

ンタラクションを行なって，要件収集アシスタントからの

サポートによって入力を完了する．その結果，図 5の上の

右にある要件リストを出力する．この出力結果が「オファ

リング・アドバイザ」と「ソリューション・デザイナ」の

入力となる．

Output

要件収集要件収集要件収集要件収集

ガイド・サポート・入力補助ガイド・サポート・入力補助ガイド・サポート・入力補助ガイド・サポート・入力補助
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図 5 要件収集アシスタント
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図 6 オファリング・アドバイザ

「要件収集アシスタント」において，下記の主要な項目

をユーザから収集してクラウドに対する要件リストする．

• VMインスタンスの数，OSのタイプ

• 必要な CPU数,メモリサイズ，ディスクサイズ

• データセンターの場所
• ネットワーク構成（複数のサブネット，IPアドレス，

ホスト名）

• 外部の接続（VPN，MPLS，専用線）

• ハードウェア機器が必要か（例：ロードバランサ)

• サービス管理を依頼するか独自に行なうか．
• SLA(Service Level Agreement)

• ライセンス管理，パッチ管理，モニタリング
• バックアップ・リストアのサービス
• 災害復旧用のバックアップデータセンターとサービス
• 管理者権限の必要性
この要件収集では，クラウドに対する要件収集をカバーで

きるようにする．また，ユーザが要件の項目を選択すると

きに，ユーザへの質問を理解できるようにして，項目を選

択する際に必要となるデータを提供する．「要件収集アシ

スタント」では，ユーザが入力しやすように質問項目に対

する説明が随時表示できるようにしている．また，入力す

る項目がわからない場合は，以前のデータから同様の入力

可能なバリューを示して参考になるようにする．要件が，

まだ明確ではない場合には，質問に対して明確ではない回

答を選択できるようにしておき，どちらの回答になっても

よいように可能性を残しておくようにする．

4.2 オファリング・アドバイザ

「オファリング・アドバイザ (Cloud Offering Advisor)」

は，要件収集アシスタントからのクラウド・インフラスト

ラクチャへの要件を入力として，ユーザからのクラウドに

対する追加の入力とあわせて，最適なクラウドのオファリ

ングをリコメンドするソフトウェアである．図 6 が，オ

ファリング・アドバイザの構成である．

オファリング・アドバイザは，「要件収集アシスタント」

の出力結果である要件リストをもとにして，次のクラウド・

オファリングのリストから最適なクラウド・オファリング

を選択する．

• パブリック・クラウド
• プライベートクラウド（カスタマー・データセンター）
• プライベートクラウド（プロバイダ・データセンター）
• 管理されるプライベートクラウド
• SAPアプリケーションの専用クラウド

• クラウドには，該当せず一般の ITインフラストラク

チャとして構築する．

このクラウド・オファリングの選択には，ユーザの要件が

どのくらい適合するかを評価して，その結果をもとに最適

なオファリングを選択することができる．
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4.3 ソリューション・デザイナ

「ソリューション・デザイナ (Cloud Solution Designer)」

は，要件収集アシスタントとオファリング・アドバザーの

出力をもとにしてソリューションの作成をサポートするソ

フトウェアである．このソフトウェアの出力結果は，クラ

ウドのプロビジョニングへの入力として利用できる．図 7

は，ソリューション・デザイナである．図 7において，ソ

リューション・デザインのデータベースに，今までの IT

インフラストラクチャ・ソリューションの参考資料やユー

スケースがある．また，クラウドのインフラストラクチャ

機能が記述されている Service Description のドキュメン

トも入っている．ソリューション・デザイナは，要件収集

アシスタントの要件リストとオファリング・アドバイザの

オファリングの選択結果と構成オプションを入力とする．

ユーザは，ソリューション設計の手順をもとに，クラウド

上の ITソリューションを設計する．また、クラウド上で

の運用管理に関しても ITソリューションの一部として，

このソフトウェアを使って設計する．図 7の右が、出力結

果であり、ソリューションデザイナは、ソリューション・

ドキュメントと構成情報を出力する。

入力入力入力入力
出力出力出力出力

ソリューション・デザイン

データベース

Solution 
Design

Checklists
Service
Definition
Docs

Architecture
Documents

ソリューショソリューショソリューショソリューション・デザインン・デザインン・デザインン・デザイン

運用管理（移行）・デザイン運用管理（移行）・デザイン運用管理（移行）・デザイン運用管理（移行）・デザイン

要件リスト要件リスト要件リスト要件リスト

ユーザ

ソリューション作業ソリューション作業ソリューション作業ソリューション作業

ソリューション

チャート・

ドキュメント

構成情報・

リコメンデーション

オファリングオファリングオファリングオファリング

（構成オプション）（構成オプション）（構成オプション）（構成オプション）

図 7 ソリューション・デザイナ

5. おわりに

この論文で提案しているソリューショニングのサービス

によって，クラウド上での ITインフラストラクチャのソ

リューショニングに対するサービスを効率的にまた信頼性

を高く提供することができる．また，ユーザにとっては，

前提となる経験や知識を少なくてよく、また専門家に依頼

しなくても，このサービスを利用することで，素早く IT

インフラストラクチャのソリューションを構築することが

できる．このサービスを使うことによって，クラウドにお

ける自動化の範囲が広がる．さらにプロダクション利用の

ためのソリューションの結果をもとにクラウド上にリソー

スをプロビジョニングすることができるようになる．
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